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(57)【要約】
【課題】照明器具等の電気器具の器具本体に取り付け可
能で、且つ、電気器具の被取付部に設けた埋込孔に埋込
配設可能な端子台を提供する。
【解決手段】電気器具の器具本体に取り付けられる端子
台８１であって、電線の挿入方向に伸びる筒状部８３ｂ
を有する端子筐体８３と、前記端子筐体８３内に収容さ
れる速結端子部と、を備え、前記端子筐体８３は、前記
筒状部８３ｂの長手方向の一端側に前記電線を導入する
電線導入部８３ａと、前記器具本体２１に取付可能な前
記長手方向の他端側であって前記筒状部８３ｂと交差す
るように延出する固定部と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気器具の器具本体に取り付けられる端子台であって、
　電線の挿入方向に伸びる筒状部を有する端子筐体と、
　前記端子筐体内に収容される速結端子部と、を備え、
　前記端子筐体は、前記筒状部の長手方向の一端側に前記電線を導入する電線導入部と、
前記器具本体に取付可能な前記長手方向の他端側であって前記筒状部と交差するように延
出する固定部と、を有する、端子台。
【請求項２】
　前記電線導入部は、複数の電線の差し込み孔が開口形成された電線差し込み面を有し、
　前記固定部は、前記端子筐体の他端側から互いに離れる方向に延出された一対の鍔部を
有し、
　前記電線差し込み面は、前記一対の鍔部に対して、一方の鍔部側寄りに配置される電源
電線差込孔と、他方の鍔部側寄りに配置される送り配線用電線差込孔とを有する、請求項
１に記載の端子台。
【請求項３】
　前記固定部は、固定部材を挿通するための貫通孔を有し、
　前記貫通孔の貫通方向は、前記電線の挿入方向と同一である、請求項１または請求項２
に記載の端子台。
【請求項４】
　前記端子筐体は、前記筒状部と前記固定部の交差する部位にリブを設けた、請求項１か
ら請求項３のいずれか一項に記載の端子台。
【請求項５】
　前記電線差し込み面を覆うカバーを有する、請求項２から請求項４のいずれか一項に記
載の端子台。
【請求項６】
　前記カバーは、前記端子筐体が有する被係止部に係止する係止部を有する、請求項５に
記載の端子台。
【請求項７】
　前記一対の鍔部は、互いに異なる形状である、請求項２から請求項６のいずれか一項に
記載の端子台。
【請求項８】
　前記端子筐体は、透明もしくは半透明の樹脂で形成されている、請求項１から請求項８
のいずれか一項に記載の端子台。
【請求項９】
　解除ボタンを有し、
　前記解除ボタンの操作方向が前記固定部の前記貫通孔の貫通方向と同一である、請求項
１から請求項８のいずれか一項に記載の端子台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端子台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、天井等の被取付部に取り付けられる電気器具の一例として、特許文献１に記
載されたような薄型の天井取付型の照明器具が知られている。特許文献１では、天井（建
造物）などの被取付部に穴を空けて埋め込んだ状態で使用する照明器具が開示されている
。この照明器具は、光源と電源ブロックを収納する器具本体の外郭部である蓋部に速結端
子部の一部を収納する円筒形状の収納部が設けられている。特許文献１の照明器具は、天
井などの被取付部に設けた埋込孔に収納部を埋込配設して取り付けられる。特許文献１の
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照明器具は、速結端子部の一部が蓋部の収納部内に収納されているため、本体部における
速結端子部を収納するスペースを少なくすることができ、薄型の照明器具を実現している
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２３３２７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の照明器具では、蓋部の一部に設けられた収納部と本体部の
両方に亘って速結端子部を収納すると、照明器具の構造が複雑化して、照明器具の組立作
業が煩雑化してしまう。そこで、照明器具の組立作業を煩雑化させないために、照明器具
の器具本体に取り付け可能で、且つ、被取付部に設けた埋込孔に埋込配設可能な端子台が
求められている。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、照明器具等の電気器具の器
具本体に取り付け可能で、且つ、被取付部に設けた埋込孔に埋込配設可能な端子台を実現
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００７】
　すなわち、本願に開示する端子台は、
　電気器具の器具本体に取り付けられる端子台であって、
　電線の挿入方向に伸びる筒状部を有する端子筐体と、
　前記端子筐体内に収容される速結端子部と、を備え、
　前記端子筐体は、前記筒状部の長手方向の一端側に前記電線を導入する電線導入部と、
前記器具本体に取付可能な前記長手方向の他端側であって前記筒状部と交差するように延
出する固定部と、を有するものである。
【０００８】
　本願に開示する端子台において、
　前記電線導入部は、複数の電線の差し込み孔が開口形成された電線差し込み面を有し、
　前記固定部は、前記端子筐体の他端側から互いに離れる方向に延出された一対の鍔部を
有し、
　前記電線差し込み面は、前記一対の鍔部に対して、一方の鍔部側寄りに配置される電源
電線差込孔と、他方の鍔部側寄りに配置される送り配線用電線差込孔とを有することが好
ましい。
【０００９】
　本願に開示する端子台において、
　前記固定部は、固定部材を挿通するための貫通孔を有し、
　前記貫通孔の貫通方向は、前記電線の挿入方向と同一であることが好ましい。
【００１０】
　本願に開示する端子台において、
　前記端子筐体は、前記筒状部と前記固定部の交差する部位にリブを設けたことが好まし
い。
【００１１】
　本願に開示する端子台において、
　前記電線差し込み面を覆うカバーを有することが好ましい。
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【００１２】
　本願に開示する端子台において、
　前記カバーは、前記端子筐体が有する被係止部に係止する係止部を有することが好まし
い。
【００１３】
　本願に開示する端子台において、
　前記一対の鍔部は、互いに異なる形状であることが好ましい。
【００１４】
　本願に開示する端子台において、
　前記端子筐体は、透明もしくは半透明の樹脂で形成されていることが好ましい。
【００１５】
　本願に開示する端子台において、
　解除ボタンを有し、
　前記解除ボタンの操作方向が前記固定部の前記貫通孔の貫通方向と同一であることが好
ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、照明器具等の電気器具の器具本体に取り付け可能で、且つ、被取付部
に設けた埋込孔に埋込配設可能な端子台を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る端子台を斜め上方から見た斜視図。
【図２】同じく端子台を示す正面図。
【図３】同じく端子台を示す平面図（上面図）。
【図４】同じく端子台（カバーを取り外した状態）及びその内部構造を示す斜視図。
【図５】同じく端子台（カバーを取り外した状態）を示す平面図（上面図）。
【図６】同じく端子台（カバーを取り外した状態）を示す底面図。
【図７】図５のＡ－Ａ線における断面図。
【図８】図５のＢ－Ｂ線における断面図。
【図９】図５のＣ－Ｃ線における断面図。
【図１０】（ａ）は端子台を示す側面図、（ｂ）は（ａ）のＤ－Ｄ線における断面図。な
お、（ｂ）は、速結端子部材８７等の描写を省略している。
【図１１】照明器具を示す斜視図。
【図１２】照明器具を示す側面図。
【図１３】照明器具（カバー部及び拡散板を取り外した状態）を示す平面図。
【図１４】照明器具の取付面側を示す上面図。
【図１５】照明器具（背面カバー部及びカバー部を取り外した状態）を示す上面図。
【図１６】図１４のＡ－Ａ線における断面図。
【図１７】図１４のＢ－Ｂ線における断面図。
【図１８】照明器具の構成を示す分解斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の一実施形態に係る端子台８１について、図1から図１１を用いて説明する。以
下の説明では、端子台８１における筒状部８３ｂの伸びる方向（端子筐体８３の長手方向
）を端子台８１の上下方向（図２中の上下方向）とし、カバー８５側を上方、固定部側を
下方として説明する。また、端子台８１の上下方向に直交する方向を端子台８１の側方と
して説明する。また、以下の説明において、上方から端子台８１等を視た状態を平面視と
する。上下方向に対して直交方向から端子台８１等を視た状態を側面視とする。端子台８
１等の断面形状を視た状態を断面視とする。
【００１９】
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　本実施形態の端子台８１は、小型で縦長の端子台である。端子台８１は、速結端子部と
、端子筐体８３と、カバー８５を有している。速結端子部は、端子筐体８３の内部に収容
される。速結端子部は、対向して配置される２個の速結端子部材８７と、２個の導電端子
部材８８と、端子保持部材ｅ（上部保持部材８９ａ、下部保持部材８９ｂ）と、解除ボタ
ン９０と、から構成される。本実施形態の端子台８１は、図１５で示すように、照明器具
１１の器具本体２１に設けられた端子取付部３０の係止部３０ｂにより鍔部８４（固定部
）が位置決めされ、ネジ等の固定部材８６により取付面部３０ａに固定される。
【００２０】
　速結端子部材８７は、１枚の導電性の金属板を切断するとともに屈曲加工して形成した
ものである。速結端子部材８７は、側板部８７ａ、第１延出部８７ｂ、第１押圧片８７ｃ
、支持片８７ｄ、第２延出部８７ｅ、及び第２押圧片８７ｆを有している。一対の速結端
子部材８７は、端子筐体８３内において解除ボタン９０を挟んで対向して配置される。
【００２１】
　側板部８７ａは、略長方形状で平板状の部分である。第１延出部８７ｂは、側板部８７
ａの上側において側板部８７ａの短手方向両端から側板部８７ａに対して直交する方向に
内側に向けて延出される一対の四角板状の部分である。第１押圧片８７ｃは、第１延出部
８７ｂの下端から延出され、下方に行くに従って近接する一対の屈曲板状のバネ片である
。支持片８７ｄは、側板部８７ａの短手方向両端近傍を切断して側板部８７ａに対して直
交する方向に内側に向けて延出される一対の四角板状の部分である。支持片８７ｄは、解
除ボタン９０の下部に配置される上部保持部材８９ａの下端を支持するものである。
【００２２】
　第２延出部８７ｅは、側板部８７ａの下側において側板部８７ａの短手方向両端から側
板部８７ａに対して直交する方向に内側に向けて延出される一対の四角板状の部分である
。第２押圧片８７ｆは、第２延出部８７ｅの上端から延出され、上方に行くに従って近接
する一対の屈曲板状のバネ片である。
【００２３】
　導電端子部材８８は、断面視Ｕ字状で棒状の導電性の金属部材である。導電端子部材８
８の上下方向の寸法（長さ寸法）は、速結端子部材８７の上下方向の寸法とほぼ同じであ
る。導電端子部材８８は、上下方向中途部が上部保持部材８９ａの導電端子保持部８９ｃ
に係合された状態で保持されるとともに、下端部が下部保持部材８９ｂの凹部８９ｇに位
置決めされた状態で、速結端子部材８７の短手方向中央に配置される。
【００２４】
　端子保持部材８９は、絶縁性の樹脂製部材である、上部保持部材８９ａ、下部保持部材
８９ｂから構成される。
【００２５】
　上部保持部材８９ａは、導電端子保持部８９ｃと、係合部８９ｅとを有している。
【００２６】
　導電端子保持部８９ｃは、凹状の部分であり、導電端子部材８８の長手方向中途部を係
合して保持する部分である。
【００２７】
　係合部８９ｅは、導電端子保持部８９ｃの下端から下方に延出される板状部分である。
係合部８９ｅの幅方向両端部は、端子筐体８３の筒状部８３ｂの内壁に形成された被係合
部８３ｄの解除ボタン挿通部８３ｈ（図１０参照）に係合される部分である。係合部８９
ｅは、端子筐体８３内の下側において、対向して配置される一対の速結端子部材８７の間
に配置され、一対の速結端子部材８７の間を隔てる隔壁の役割を果たす。すなわち、係合
部８９ｅは、一対の速結端子部材８７の下側部分において異極同士を隔てるように位置す
る。この位置に係合部８９ｅを設ける事によって、狭いスペースでも一対の速結端子部材
８７における異極同士との距離を取ることができる。係合部８９ｅの下部には、下部保持
部材８９ｂが配置される。
【００２８】
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　下部保持部材８９ｂは、外形形状が略直方体形状で端子筐体８３の筒状部８３ｂの下端
側に嵌合する部材である。下部保持部材８９ｂは、電気器具の電源部から延びる配線を挿
通するための挿通孔８９ｆと、導電端子部材８８を位置決めする凹部８９ｇと、端子筐体
８３の被係合爪部８３ｅに係合して固定される一対の係合爪部８９ｈと、端子筐体８３の
下端に形成された凹部に係合される下端鍔部８９ｍとを有している。挿通孔８９ｆの底部
（奥部）には、電線の芯線を差し込むための一対の差し込み孔８９ｎが設けられている。
電線の芯線が差し込み孔８９ｎに差し込まれると、電線の芯線は速結端子部の導電端子部
材８８と第２押圧片８７ｆとの間に挟持される。下部保持部材８９ｂは、端子筐体８３に
嵌合されると該下部保持部材８９ｂの下面が鍔部８４の下面と略面一になる。
【００２９】
　解除ボタン９０は、速結端子部材８７の一対の第１押圧片８７ｃの間を押し広げて第１
押圧片８７ｃと導電端子部材８８に挟持されている電線の芯線を取り外すためのものであ
る。解除ボタン９０は、板状の基板を有し、該基板の両面において一対の第１押圧片８７
ｃの間を押し広げるための凸状部９０ａと、解除ボタン挿通部８３ｈに挿通される被挿通
部９０ｂを有している。解除ボタン９０は、先端が電線差し込み面８３ｃの中央の長孔に
押込み可能に配置されている。解除ボタン９０の先端を、下方に押込むことで、速結端子
部材８７の一対の第１押圧片８７ｃの間を押し広げて第１押圧片８７ｃと導電端子部材８
８に挟持されている電線の芯線を取り外すことができる。解除ボタン９０は、対向して配
置される一対の速結端子部材８７の間に配置され、一対の速結端子部材８７の間を隔てる
隔壁の役割を果たす。すなわち、解除ボタン９０は、電源電線、送り配線の異極同士を隔
てるように位置する。この位置に解除ボタン９０を設けることによって、狭いスペースで
も電源電線、送り配線の接続部となる端子台８１上部における異極同士の距離を確保する
ことができる。
【００３０】
　端子筐体８３は、縦長で中空な略筒状で、被取付部Ｃの通孔Ｈに埋込可能なものである
。端子筐体８３は、端子筐体８３の全部あるいは一部を電気絶縁性の透明もしくは半透明
の樹脂（本実施形態では、ポリカーボネート）で形成されたものである。端子筐体８３は
、内部に上述した速結端子部が収容されている。このように構成することにより、端子筐
体８３の内部構造となる速結端子部を外部から確認しやすく、速結端子部を構成する部品
の欠損等がわかりやすい。また、本実施形態のようにポリカーボネートにより端子筐体８
３を形成すれば、耐衝撃性や寸法安定性が高くすることができる。また、ポリカーボネー
トは他の樹脂素材に比べて透明性が高いので、内部構造の確認がしやすい。
【００３１】
　端子筐体８３は、電線導入部８３ａ、筒状部８３ｂ、固定部を有している。固定部は、
筒状部８３ｂと交差するように延出して形成される。固定部は、電気器具の器具本体に取
付可能に形成される。なお、以下の説明において固定部は、その一例である鍔部８４とし
て説明する。電線導入部８３ａは、上端に平坦な電線差し込み面８３ｃを有している。
【００３２】
　電線導入部８３ａは、該電線差し込み面８３ｃに開口形成される、電源電線や送り配線
用電線等の芯線が挿入される複数（本実施形態では４個）の電線の差し込み孔８２と、解
除ボタン９０の上端を露出する長孔とを備えている。電線差し込み面８３ｃには、一方の
鍔部８４側寄りに「電源」、他方の鍔部８４側寄りに「送り」という文字の刻印を有して
いる（図４参照）。
【００３３】
　電線の差し込み孔８２は、電線導入部８３ａの上下方向に沿って連通される略円柱状の
空間である。本実施形態の電線の差し込み孔８２は、電源電線、送り配線用にそれぞれ２
個ずつ形成されている。電線の差し込み孔８２は、一対の鍔部８４に対して、一方の鍔部
８４側寄り（図４では電線差し込み面８３ｃに「電源」と刻印されている側）に電源線差
込孔８２ａ、他方の鍔部８４側寄り（図４では電線差し込み面８３ｃに「送り」と刻印さ
れている側）に送り配線用電線差込孔８２ｂとから構成されている。このように、電線の
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差し込み孔８２において電源電線の差込孔、送り配線の差込孔の位置を設定することで、
電源電線や送り配線の自重によって端子台８１に横方向の力が加わっても鍔部８４により
支えることができ、端子台８１が傾きにくい。
【００３４】
　筒状部８３ｂは、電線の挿入方向に伸びて形成されている。筒状部８３ｂは、略直方体
形状の内部空間を有している。筒状部８３ｂの内部には、速結端子部として一対の速結端
子部材８７、一対の導電端子部材８８、端子保持部材８９（上部保持部材８９ａ、下部保
持部材８９ｂ）と、解除ボタン９０が組み付けられた状態で収容されている。筒状部８３
ｂは、被係合部８３ｄ、被係合爪部８３ｅを有している。被係合部８３ｄは、筒状部８３
ｂの内壁において上下方向に所定長延出された、上部保持部材８９ａの係合部８９ｅが係
合される凹状の部分である。被係合爪部８３ｅは、筒状部８３ｂの下端近傍における一対
の鍔部８４に対する面を貫通する貫通孔であり、下部保持部材８９ｂの係合爪部８９ｈが
係合される。
【００３５】
　端子筐体８３は、筒状部８３ｂと固定部（鍔部８４）の交差する部位にリブ８３ｆを有
している。リブ８３ｆは、鍔部８４の延出方向に突出するとともに筒状部８３ｂの上下方
向に沿って直線状に延設される部分である。リブ８３ｆは、端子筐体８３の外周面におい
て上下方向の中途部から鍔部８４の上面に向かって徐々に突出するように延設される。リ
ブ８３ｆは、断面形状が略四角形状に形成されている。リブ８３ｆは、一方の鍔部８４に
対して少なくとも一つ形成されることが好ましい。本実施形態では、リブ８３ｆが一方の
鍔部８４に対して二つ形成されている。リブ８３ｆは、端子筐体８３を補強するための補
強用リブとしての機能を有する。これにより、端子台８１の曲げ強度を向上させることが
できる。
【００３６】
　筒状部８３ｂは、外周面に凹部８３ｇを有している。凹部８３ｇは、筒状部８３ｂの内
壁に設けられた被係合部８３ｄに対応する外壁部分に設けられ、筒状部８３ｂの上端から
被係合爪部８３ｅの上端に亘って上下方向に沿って延設されている。このように、外周面
に凹部８３ｇを設けることで、図１０（ｂ）に示すように、凹部８３ｇに隣接する他の部
分の厚みと均一になるようにして、偏肉を防止し、筒状部８３ｂの成形性を高める。
【００３７】
　固定部（鍔部８４）は、端子筐体８３の電線導入部８３ａとは反対側に、筒状部８３ｂ
と交差するように設けられる。本実施形態では、固定部として２つの鍔部８４が筒状部８
３ｂの下端から互いに異なる方向に延出されるように形成した。鍔部８４は、略半楕円形
状の一対の鍔状の部分である。このような固定部は、筒状部８３ｂと交差しない固定部よ
りも、電気器具の器具本体に端子台８１を取り付けられたときに、端子台８１が傾かずに
適切に取り付けることができる。また、筒状部８３ｂと直交する方向に押圧がかかった場
合、筒状部８３ｂと交差しない固定部よりも、筒状部８３ｂと直交する方向に傾きにくく
なる。これらにより、電気器具の器具本体に取り付けても、十分に強度を確保し、電気器
具の構造を複雑化させない。また、平面視において電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂと
重ならないように固定部を設けるため、電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂの大きさを増
大化させない。これにより、後述する端子台８１を用いた照明器具１１のように、被取付
部Ｃに設けた通孔Ｈに端子台８１の一部（電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂの一部）の
みを挿入すればよく、被取付部Ｃに大きな通孔Ｈを設けなくてもよい。
【００３８】
　鍔部８４の下側面には、平面視円形状で下方に凸状のボス部８４ａを有している。ボス
部８４ａは、一対の鍔部８４のそれぞれの下側面における隅部の一方側に配置されている
。ボス部８４ａは、例えば、取付面部３０ａの対応する位置に設けられた凹部に係合可能
である。ボス部８４ａは、取付面部３０ａの凹部に係合することで、端子台８１を器具本
体２１に対して位置決めすることができる。ボス部８４ａは、器具本体２１などの電気器
具の器具本体に対して端子台８１を適正な取付位置へと導くガイドとなる。
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【００３９】
　一対の鍔部８４は、平面視において互いに異なる形状に形成されている。一方の鍔部８
４は、平面視における形状が略半楕円状である。他方の鍔部８４は、平面視における形状
が略楕円状で外周端の一部が鍔部８４の延出方向に対して直交する方向に沿って直線状に
切り欠いた形状である。また、他方の鍔部８４の切り欠いた部分の中央に平面視半円状の
凸部８４ｂを設けている。このように、一対の鍔部８４の形状を互いに異なる形状とする
ことにより、端子台８１の向きを認識するためのマーカーとなる。作業者は、電気器具に
おける端子台の向きを容易に認識しながら組み立て作業をすることができる。
　なお、一対の鍔部８４の形状は本実施形態に限定するものではなく、一対の鍔部８４の
形状が互いに異なっていて、マーカーとして区別できればよい。
【００４０】
　また、一対の鍔部８４は、それぞれ固定部材８６を挿通する貫通孔８４ｃ、８４ｄを有
している。一方の鍔部８４の貫通孔８４ｃは、平面視における形状がオーバル形状の長孔
である。他方の鍔部８４の挿通孔８４ｄは、平面視における形状が円形状の丸孔である。
一方の鍔部８４の貫通孔８４ｃは、組み立て時の遊び用であり、適正な位置に端子台８１
を設けるために微調整を行うことができる。
　なお、本実施形態では、固定部を一対の鍔部８４としているが特に限定するものではな
い。例えば、鍔部として四方に延出されるものとしてもよく、また、筒状部８３ｂの下端
の全周に亘って鍔部を形成してもよい。
【００４１】
　端子台８１は、電源電線や送り配線用電線の芯線の接続時において、一端側（上端側）
において器具本体２１の上下方向に沿って電源電線や送り配線用電線の芯線が電線の差し
込み孔８２に差し込まれる。差し込まれた電線の芯線は、速結端子部材８７の第１押圧片
８７ｃと導電端子部材８８の一端側に挟まれ電気的に接続される。端子台８１の他端側（
下端側）においては電源部３１の配線の芯線が差し込み孔８９ｎに差し込まれる。差し込
まれた電源部３１の配線の芯線は、速結端子部材８７の第２押圧片８７ｆと導電端子部材
８８の一端側に挟まれ電気的に接続される。こうして、電源電線や送り配線用電線と電源
部３１の配線が端子台８１を介して電気的に接続される。
　端子台８１は、電源電線や送り配線用電線の芯線を取り外す時（解除時）において、解
除ボタン９０の上端が先細い工具等で下方に押し込まれると、解除ボタン９０の凸状部９
０ａが第１押圧片８７ｃを押し広げる。これにより第１押圧片８７ｃと導電端子部材８８
の間に挟持されていた電線の芯線を引き出すことが可能となる。
【００４２】
　端子台８１は、固定部材８６を挿通する為の貫通孔８４の貫通方向が電線の挿入方向と
同一である。また、解除ボタン９０の解除操作方向は、貫通孔８４の貫通方向と同一であ
る。すなわち、端子台８１の取付方向（図７に示す矢印Ｘ方向）と電線差込方向／電線解
除方向（図７に示す矢印Ｙ方向）が同一となるように構成されている。端子台８１の取付
方向と電線の差し込みや解除する方向とが同一であるため、電線を差し込みや解除する際
に、筒状部８３ｂに対して直交するような押圧を加えにくい。そのため、端子台８１を電
気器具の器具本体に取り付けられた固定部や、その付け根部分に余計なストレスを与えに
くい。
【００４３】
　カバー８５は、シリコーン樹脂等の弾性のある電気絶縁性の樹脂で形成されたものであ
る。カバー８５は、一端が開口された有底筒状であり、カバー８５の内部形状が端子筐体
８３の電線導入部８３ａの外形形状に合わせて形成されている。カバー８５は、平面視に
おいて略円形の直径方向に対向する部分を直線状切り欠いた形状である。カバー８５は、
外周面として、円弧面部８５ａ、平面部８５ｂを有している。カバー８５は、端子筐体８
３の電線導入部８３ａに電線差し込み面８３ｃ及び電線の差し込み孔８２を覆うように取
り付けられている。電源電線や送り配線用電線等の電線の芯線は、カバー８５を貫通させ
るように突き刺し、電線の差し込み孔８２に挿入して速結端子部と電気的に接続される。
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このように接続させることで、電線の差し込み孔８２内に埃や水滴等の異物が侵入するこ
とを防止することができる。
【００４４】
　円弧面部８５ａの下端には、内側に延出される係止部８５ｃを有する。係止部８５ｃは
、電線導入部８３ａの下部の外側に張り出した被係止部８３ｐに係止される。すなわち、
カバー８５は、端子台８１の電線導入部８３ａの少なくとも一部に引っかかるような構造
を有している。これにより、カバー８５を容易に電線導入部８３ａの適正な位置に取り付
けることができ、さらに電線をカバー８５に突き刺して挿入する際にカバー８５が撓んで
めくれることを防止することができる。
【００４５】
　以下に、本実施形態の端子台を用いた電気器具について図を用いて説明する。
　なお、電気器具の一例として照明器具を挙げて説明する。
【００４６】
　本発明の一実施形態に係る照明器具１１について、図１１から図１８を用いて説明する
。本実施形態に係る照明器具１１は、ＬＥＤ素子４２を光源とする照明器具である。照明
器具１１は、例えば天井等の取付面に直接取り付けられる直付け型のシーリングライトと
して使用することが可能である。なお、照明器具１１は、天井面に限らず、壁面（傾斜面
も含む）に取り付けてブラケットライトとして使用することも可能である。以下の説明で
は、照明器具１１の光を照射する側を照明器具１１の照射面側とし、照明器具１１におけ
る天井等の取付面に対向する側を照明器具１１の取付面側（照射面側の反対側）として説
明する。また、照明器具１１の取付面側とは、器具本体２１の背面側（裏面側）である。
また、図１６、図１７等に示す照明器具１１が被取付部Ｃに取付けられた状態において、
被取付部Ｃに直交する方向を照明器具１１の上下方向として、照明器具１１の取付面側を
上方とし、照明器具１１の照射面側の直下方向を下方として説明する。照明器具１１の上
下方向に対して直交する方向を照明器具１１の側方として説明する。また、以下の説明に
おいて、下方から照明器具１１等を視た状態を平面視とする。上下方向に対して直交方向
から照明器具１１等を視た状態を側面視とする。照明器具１１等の断面形状を視た状態を
断面視とする。
【００４７】
　図１１から図１８に示すように、照明器具１１は、器具本体２１、電源部３１、光源部
（ＬＥＤモジュール基板）４１、拡散板５１、カバー部６１、背面カバー部７１、及び端
子台８１を主に備える。照明器具１１の外形は、平面視において略円形状であって、照明
器具１１の高さ方向（図１６の照明器具１１の上下方向）の寸法が、照明器具１１の径方
向（図１６の照明器具１１の上下方向に対して直交方向）の寸法よりも小さく薄型で扁平
な略円柱形状である。
　なお、照明器具１１の外形形状は、本実施形態に限定されるものではない。平面視にお
いて略円形状以外に、例えば、楕円形状、正方形状、長方形状、多角形状や扇形、または
それらを組み合わせた形状にすることもできる。
　また、照明器具１１が取り付けられる被取付部Ｃには、平面視円形状の通孔Ｈが設けら
れている。通孔Ｈは、外部商用電源と接続する電源電線や送り配線用電線等の電線を挿通
するための孔である。
【００４８】
　器具本体２１は、平面視において略円形状であり、扁平な皿形状の部材である。器具本
体２１は、電源部３１、光源部４１、拡散板５１、カバー部６１、背面カバー部７１、及
び端子台８１等を保持するものである。具体的には、器具本体２１は、電源部３１を取付
面側の後述する電源収容部２９に収容し、かつ取付面側に端子台８１及び背面カバー部７
１が取り付けられるとともに、照射面側に光源部４１、拡散板５１、及びカバー部６１が
取り付けられる部材である。器具本体２１を構成する材料としては、例えば熱伝導率の高
いアルミニウムやアルミニウム合金等の金属材料が挙げられる。器具本体２１は、光源部
４１で発生した熱を伝えて外部に放出する放熱機能も有する。器具本体２１は、電源部３
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１、光源部４１、拡散板５１、カバー部６１、背面カバー部７１、及び端子台８１等を保
持可能な機械的性質と、光源部４１が発する熱を放熱させるための熱伝導性とを考慮し、
アルミニウム等の金属材料を用いて形成されている。器具本体２１は、平面視における外
形形状が、カバー部６１の内側の形状と略一致するかやや小さくなるように形成されてい
る。
　なお、器具本体２１は、必要な機械的性質や熱伝導率が確保できる材料であれば、アル
ミニウムなどの金属に限らず、樹脂などの他の材料、もしくはそれらの組み合わせで形成
することができる。
【００４９】
　器具本体２１は、中央凹部２２（凸部２２ａ、光源取付部２３、反射部２４、係止段部
２５、端子取付部３０）、外周縁部２６、側壁部２７、固定部材配置部２８、及び電源収
容部２９を主に有している。器具本体２１は、ネジ等の固定部材９１により被取付部Ｃに
直接取り付けられる部材である。
【００５０】
　中央凹部２２は、平面視が略円形状で外形が取付面側に向かって凹状に形成された皿状
の部分である。中央凹部２２は、その径方向の中央部において照射面側に突出する平面視
円形状の凸部２２ａと、該凸部２２ａの周囲に平面視略円環板状の光源取付部２３と、該
光源取付部２３の周囲に形成される反射部２４と、該反射部２４の周囲に形成される係止
段部２５を有している。光源取付部２３の取付面側には、中央部に端子台８１を取り付け
るための端子取付部３０が形成されている。
　なお、本実施形態の器具本体２１は、その中央部が取付面側に向かって凹状に形成され
るが、このように、器具本体２１を形成することで、器具本体２１の機械的強度や剛性を
上げることができる。
　また、本実施形態においては、器具本体２１の形状として器具本体２１の中央部が取付
面側（図１６、図１７における上方）に向かって凹状に形成されているが、この形状に特
に限定するものではない。
【００５１】
　光源取付部２３は、光源部（ＬＥＤモジュール基板）４１が所定位置に位置決めされて
取り付けられる凹状の部分である。光源取付部２３は、凸部２２ａの外周縁から径方向外
側に延出される平面視略円環状の平板部分である取付面２３ａと、該取付面２３ａの外周
縁に沿って形成される段差部２３ｂを有している。取付面２３ａは、器具本体２１の上下
方向の略中間に位置する。光源取付部２３は、器具本体２１の凸部２２ａが光源部４１の
基板４３の開口部４３ａに係合するとともに、基板４３の外周縁部が段差部２３ｂに係止
されることより基板４３が光源取付部２３に対して位置決めされる。そして、光源部４１
の基板４３が光源取付部２３の取付面２３ａに当接した状態で取り付けられる。器具本体
２１は、光源部４１で発生した熱を伝えて外部に放出しやすくするため、光源部４１が当
接される光源取付部２３の取付面２３ａは、光源部４１との接触面積が広くなるよう平坦
に形成されている。
　なお、本実施形態では、光源取付部２３の取付面２３ａの平面視形状を略円環状として
いるが、特に限定するものではなく、少なくとも基板４３の一部が取付可能であればよく
、円環状以外のその他の形状であってもよい。
【００５２】
　反射部２４は、ＬＥＤ素子４２から出射された光、及び拡散板５１の内壁面で反射され
た光を反射して照射面側に出射する部分である。反射部２４は、光源取付部２３の段差部
２３ｂから延出される、平面視円環状で下方に行くに従って拡径する傾斜部分である。反
射部２４の周囲には、拡散板５１を係止して位置決めするための係止段部２５が設けられ
ている。
【００５３】
　係止段部２５は、図１６に示すように、拡散板５１の外周縁部が係止される円環状の部
分である。係止段部２５には、該係止段部２５から径方向外側に延出され、ネジ等の取付
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部材により拡散板５１を取り付けるための一対のネジ取付部２５ａを有する。ネジ取付部
２５ａは、係止段部２５の外周縁部から径方向外側に突出する凹状の領域であり、拡散板
５１のネジ取付部５１ａが係止されて位置決めされる部分である。ネジ取付部２５ａは、
反射部２４の径方向外側に対向して配置されている。
　なお、本実施形態では、拡散板５１をネジ等の取付部材を用いて取り付けるためにネジ
取付部２５ａを設けたが、接着や嵌合等の取り付け方法を採用する場合には必ずしもネジ
取付部２５ａを設けなくてもよい。
【００５４】
　図１５に示すように、端子取付部３０は、光源取付部２３の取付面側に、平面視におい
て器具本体２１の径方向中心に対して対向して配置される半円状の一対の取付面部３０ａ
、及び該取付面部３０ａの外周縁部に半円弧凸状に形成される一対の係止部３０ｂを有し
ている。取付面部３０ａは、ネジ等の固定部材８６により端子台８１の鍔部８４が取り付
けられる部分である。係止部３０ｂは、端子台８１の鍔部８４が係止されて位置決めされ
る部分である。
【００５５】
　外周縁部２６は、係止段部２５の外周縁部から径方向外側に延出された、平面視におい
て所定幅を有する略円環状の部分である。外周縁部２６は、光源取付部２３よりも径方向
外側に配置され、上下方向において光源取付部２３よりも下方に位置する。
【００５６】
　側壁部２７は、外周縁部２６の外周縁から上方に延出される略円筒状の部分である。側
壁部２７は、複数のカバー取付部２７ａと、一対の固定部材配置部２８とを有している。
カバー取付部２７ａは、側壁部２７の外周面に設けられ、カバー部６１の係止端部を係止
して取り付けるための部分である。固定部材配置部２８は、外周縁部２６及び側壁部２７
を径方向内側に穿った部分であり、平面視略Ｖ字状の壁部２８ａ、該壁部２８ａの上端か
ら径方向外側に延出される平面視略三角形状で平板状の器具取付部２８ｂから構成されて
いる。器具取付部２８ｂは、器具本体２１をネジ等の固定部材９１により被取付部Ｃに取
り付けるために開口して形成された貫通孔を有する。このように、器具本体２１では、固
定部材９１による固定位置となる固定部材配置部２８が光源部４１の外周側であり、かつ
電源部３１とも重ならないように構成されている。
【００５７】
　電源収容部２９は、電源部３１等を収容して、所定位置に配置するために器具本体２１
の取付面側に形成された空間であり、電源部３１等を収容するための高さ及び幅が確保さ
れている。具体的には、電源収容部２９は、平面視において反射部２４の外周縁と側壁部
２７の内周面との間に形成される、所定幅を有する略半円弧状の空間である。詳細は後述
するが、電源収容部２９は、電源部３１を収容して、所定位置に位置決めすることが可能
である。
【００５８】
　電源部３１は、光源部４１が有するＬＥＤ素子４２に給電を行って、ＬＥＤ素子４２を
点灯させるための電源装置である。電源部３１は、器具本体２１における光源部４１の配
置される面側（照射面側）とは異なる面側（裏面側）に配置されている。電源部３１は、
電源回路部３２と、該電源回路部３２を収容する電源ケース３３を有している。電源回路
部３２は、所定幅を有する半円弧形状に加工されたプリント配線基板上に複数の電子部品
が実装されたものである。電源ケース３３は、平面視おいて所定幅を有する略半円弧状で
断面視略四角状あり、有底半円弧状で上方が開放されたケース部３３ａと、該ケース部３
３ａの上端を覆う天板部３３ｂを有している。電源ケース３３には、周方向に沿って電源
回路部３２が収容される。電源ケース３３は、電源回路部３２の周囲を覆って保護するも
のである。図１６に示すように、電源部３１は、電源ケース３３が電源収容部２９に収容
されることで電源ケース３３の径方向内側の下端が係止段部２５により位置決めされ、か
つ電源ケース３３の径方向外側の下端が側壁部２７により位置決めされる。そして、電源
部３１（電源ケース３３）は、背面カバー部７１が照明器具１１の取付面側に取り付けら



(12) JP 2017-195121 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

れることで、該背面カバー部７１の下側面が電源ケース３３の電線導入部に当接した状態
で、器具本体２１内に配置される。このように電源部３１は、ネジ等の取付部材を用いず
に器具本体２１の電源収容部２９に配置することができる。電源部３１は、外部商用電源
から供給される交流電流を所定の直流電流に変換し、変換後の電流を基板４３に実装され
た複数のＬＥＤ素子４２に供給するためのものである。
【００５９】
　このように、器具本体２１には、光源部４１と電源部３１が配置され、光源部４１と電
源部３１は平面視において重ならず、側面視において重なる位置（図１６参照）に配置さ
れている。
【００６０】
　電源部３１は、配線（図示せず）を介して小型で縦長の端子台８１に電気的に接続され
ている。例えば、照明器具１１を被取付部Ｃに取り付ける際、天井裏側の外部商用電源の
電源電線（図示せず）を端子台８１に接続することで、電源部３１は外部商用電源と電気
的に接続される。電源部３１と光源部４１は配線３７によって電気的に接続されている（
図１３参照）。
　なお、本実施形態では、端子台８１を使用しているが、特に限定するものではない。例
えば、端子台を使用する代わりに、コネクタ等の接続部品を使用する構成とすることもで
きる。
【００６１】
　光源部４１は、照明器具１１の照射面側に向けて光を出射する部分である。光源部４１
は、光源である発光素子を有するモジュール基板である。本実施形態においては、発光素
子として、基板４３上に複数の光源であるＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉ
ｏｄｅ）素子４２が表面実装されたＬＥＤ光源モジュールを使用している。具体的には、
ＬＥＤ光源モジュールは、所定幅を有する略円環状に加工された基板４３表面に、複数の
ＬＥＤ素子４２が周方向に配列された発光モジュールである。光源部４１は、複数（本実
施形態では、３つ）のネジ部材４９で光源取付部２３に取り付けられている。基板４３は
、配線３７によって電源部３１と電気的に接続されている。ＬＥＤ光源モジュールは、基
板４３の実装面の裏面が光源取付部２３の取付面２３ａに当接して固定されるため、ＬＥ
Ｄ光源モジュールが発熱した際には、ＬＥＤ光源モジュールの熱が器具本体２１に伝わる
。器具本体２１に伝わった熱は、器具本体２１の温度よりも周辺温度が低い場合、器具本
体２１周辺の空気へ伝わる。これにより、器具本体２１に伝わった熱は、取付面２３ａを
介して器具本体２１の周囲に放熱される。
　なお、本実施形態では、光源として表面実装型のＬＥＤ素子４２を用いたが、光源の種
類はＬＥＤ素子に限定されず、例えばＣＯＢ型発光モジュールや有機ＥＬ素子（ＯＬＥＤ
）などを用いても実現可能である。
　また、基板４３は、熱伝導性シート（図示せず）や放熱グリスを介して光源取付部２３
に取り付けてもよく、これにより、より高い放熱性を得ることもできる。
【００６２】
　拡散板５１は、少なくとも光源部４１の照射面側を覆うように器具本体２１に取り付け
られ、光源部４１（ＬＥＤ素子４２）からの光を反射及び拡散させつつ、外部へ配光制御
する透光性部材である。拡散板５１は、円板状の部材である。拡散板５１は、透光性を有
する樹脂素材で形成されている。拡散板５１は、例えば、微細な凹凸を表面に形成したシ
ボ加工（フロスト加工）を施したもの、あるいは、内部に拡散剤を混入させたもので構成
することができる。拡散板５１は、その外径寸法が器具本体２１の係止段部２５の外径寸
法よりも小さく（図１６参照）、該係止段部２５に係止可能である。拡散板５１は、器具
本体２１の下方の開口を閉塞して、ＬＥＤ素子４２に埃などが付着することを防止するも
のである。拡散板５１は、その側面に径方向外側に向けて突出して形成される、一対のネ
ジ取付部５１ａを有している。ネジ取付部５１ａは、ネジ等の取付部材により器具本体２
１が有するネジ取付部２５ａに取り付けられる。
【００６３】
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　カバー部６１は、拡散板５１の外周縁部、外周縁部２６、及び側壁部２７の外側部分を
主に覆うように器具本体２１に取り付けられる部材である。カバー部６１は、拡散板５１
を露出するための開口を下側に有するとともに上端が開放された略円筒状部材である。カ
バー部６１は、樹脂素材（例えば、ＡＢＳ樹脂（Ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉｌｅ－Ｂｕｔａ
ｄｉｅｎｅ－Ｓｔｙｒｅｎｅ））で形成されている。カバー部６１は、その最大内径寸法
が器具本体２１の外径寸法よりも大きく、器具本体２１の外側に取り付け可能である。カ
バー部６１は、その内壁面に図示しない係止突部を有している。係止突部は、カバー部６
１の開口端近傍の内周面において周方向に沿って所定の間隔で複数形成された突状部分で
ある。カバー部６１は、係止突部をカバー取付部２７ａに係止することで、器具本体２１
に対してカバー部６１が位置決めされる。カバー部６１は、内部の清掃や器具本体２１の
部品交換等のために、器具本体２１に対して着脱できる構造となっている。
　また、カバー部６１の材質としては、ＡＢＳ樹脂以外の樹脂や、木材、金属など必要に
応じて適宜素材を選択することもできる。
【００６４】
　器具本体２１には、カバー部６１の係止突部を係止するために前述したカバー取付部２
７ａが設けられている。詳細は省略するが、カバー部６１を器具本体２１に取り付ける場
合、カバー部６１は、係止突部を器具本体２１のカバー取付部２７ａに挿入し、カバー部
６１の周方向の一方に回動し、係止することで、器具本体２１に取り付けられる。また、
カバー部６１が器具本体２１に取り付けられた状態でカバー部６１を周方向の他方に回動
させると、カバー部６１の係止突部が器具本体２１のカバー取付部２７ａから外れて、カ
バー部６１を器具本体２１から取り外すことができる。
　カバー部６１は、回動させて器具本体２１に取り付けられる。カバー部６１を取り付け
るとき、器具本体２１は被取付部Ｃに固定部材９１によって固定されている。そのため、
カバー部６１を回動させても器具本体２１は回動せず、端子台８１にも負荷がかかりにく
い。
【００６５】
　背面カバー部７１は、器具本体２１の取付面側を覆う略円形状の平板部材である。背面
カバー部７１は、金属材料により形成されている。背面カバー部７１は、中央部に端子台
８１を挿通するための挿通孔７１ａを有する。背面カバー部７１は、挿通孔７１ａを挟ん
で対向して形成される、背面カバー部７１へのネジ等の固定部材８６の頭部による干渉を
防止するための一対の貫通孔７１ｂを有している。一対のネジ等の固定部材８６の頭部の
一部は、貫通孔７１ｂを介して露出されている（図１４参照）。貫通孔７１ｂを設けてネ
ジ等の固定部材８６の頭部の一部を露出させることで、器具本体２１の高さ寸法の増大化
を防ぐ。背面カバー部７１は、挿通孔７１ａに端子台８１が挿通され、かつ貫通孔７１ｂ
にネジ等の固定部材８６の頭部の一部が露出した状態で、器具本体２１の取付面側を覆う
。背面カバー部７１は、器具本体２１の取付面側に設けられた複数の取付部（本実施形態
では、３箇所）にネジ部材７２により取り付けられる。これにより、端子台８１の鍔部８
４が背面カバー部７１と光源取付部２３の取付面２３ａとの間に介装され、端子台８１の
鍔部８４が光源取付部２３の取付面２３ａから離脱しないように確実に保持することがで
きる。
【００６６】
　端子台８１は、電源部３１に電線（配線）を介して電気的に接続されるとともに、被取
付部Ｃの通孔Ｈから引き出した外部からの電源電線や送り配線用電線等の電線（配線）を
電気的に接続するためのものである。端子台８１は、器具本体２１における光源取付部２
３の取付面２３ａの光源部４１が配置される面の裏面側（取付面側）に立設される。本実
施形態では、器具本体２１における被取付部Ｃに対向する面に端子台８１を立設している
。被取付部Ｃの通孔Ｈは、端子台８１が埋込配設される貫通孔となる。なお、本実施形態
の端子台８１の端子筐体８３は、耐衝撃性や寸法安定性を高くするためにポリカーボネー
トで形成している。照明器具１１のような薄型シーリングライトを取り付ける際に天井に
設けた孔に対して挿入する動作に必要な強度や寸法精度を得ることができる。
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【００６７】
（本実施形態の照明器具の取付手順）
　本実施形態の照明器具１１の取付手順の一例について説明する。まず、被取付部Ｃに設
けた通孔Ｈから電源電線や送り配線用電線等の電線（以下、単に電線として説明する。）
の一端側を照射面側に引き出す。次に、カバー部６１を回動させて器具本体２１からカバ
ー部６１を取り外す。次に、通孔Ｈから引き出された電線の芯線を貫通させるようにカバ
ー８５に突き刺し、電線の差し込み孔８２に挿入して速結端子部材と電気的に接続させる
。次に、通孔Ｈに電線と端子台８１の端子筐体８３を挿入するように、器具本体２１を被
取付部Ｃの所望の位置に配置させる。次に、２つの固定部材９１・９１の先端を、器具本
体２１のそれぞれの器具取付部２８ｂの貫通孔に通して被取付部Ｃにねじ込み、器具本体
２１を被取付部Ｃに固定する。最後に、カバー部６１を取り外したときとは反対方向に回
動させて、器具本体２１に取り付ける。
　なお、上記に説明した取付手順は一例であり、カバー部６１を取り外す工程は、電線を
速結端子部材と接続させる工程と前後してもよい。
【００６８】
　以上説明した本実施形態に係る端子台８１によれば、電線の挿入方向に伸びる筒状部８
３ｂを有する端子筐体８３と、端子筐体８３内に収容される速結端子部と、を備え、端子
筐体８３は、筒状部８３ｂの長手方向の一端側に電線を導入する電線導入部８３ａと、長
手方向の他端側であって筒状部８３ｂと交差するように延出する固定部を有する。このよ
うに構成された固定部は、筒状部８３ｂと交差しない固定部よりも、電気器具の器具本体
に端子台８１を取り付けられたときに、端子台８１が傾かずに適切に取り付けることがで
きる。また、筒状部８３ｂと直交する方向に押圧がかかった場合、筒状部８３ｂと交差し
ない固定部よりも、筒状部８３ｂと直交する方向に傾きにくくなる。これらにより、電気
器具の器具本体に取り付けることができ、電気器具の構造を複雑化させない。
　また、平面視において電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂと重ならないように固定部を
設けるため、電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂの大きさを増大化させない。これにより
、本実施形態の照明器具１１のように、被取付部Ｃに設けた通孔Ｈに端子台８１の一部（
電源導入部８３ａ及び筒状部８３ｂの一部）のみを挿入すればよく、被取付部Ｃに大きな
通孔Ｈを設けなくてもよい。
　以上より、端子台８１を照明器具１１の器具本体２１に取り付け可能で、且つ、被取付
部Ｃに設けた通孔Ｈに埋込配設可能なものとなる。このように構成したことで、特許文献
１の照明器具のように、照明器具の構造が複雑化せず、照明器具の組立作業の煩雑化を抑
えることができる。
【００６９】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、電線導入部８３ａは複数の電線の差し込み孔８
２が形成された電線差し込み面８３ｃを有する。固定部は、端子筐体８３の他端側から互
いに離れる方向に延出された一対の鍔部８４を有する。電線差し込み面８３ｃは、一対の
鍔部８４に対して、一方の鍔部８４側寄りに配置される電源電線差込孔８２ａと、他方の
鍔部８４側寄りに配置される送り配線用電線差込孔８２ｂとを有する。このように構成す
ることで、電源電線や送り配線の自重によって端子台８１に横方向の力が加わっても鍔部
８４により支えることができ、端子台８１が傾きにくい。
【００７０】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、固定部は、固定部材８６を挿通するための貫通
孔８４ｃ・８４ｄを有する。貫通孔８４ｃ・８４ｄの貫通方向は、電線の挿入方向と同一
である。このように構成することで、電線を差し込みする際に、筒状部８３ｂに対して直
交するような押圧を加えにくい。そのため、電気器具の器具本体に取り付けられた端子台
８１の固定部や、その付け根部分に余計なストレスを与えにくい。
　また、本実施形態の端子台８１によれば、解除ボタン９０を有し、解除ボタン９０の操
作方向が固定部の貫通孔８４ｃ・８４ｄの貫通方向と同一である。このように構成するこ
とで、電線を解除する際に、筒状部８３ｂに対して直交するような押圧を加えにくい。そ
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のため、電気器具の器具本体に取り付けられた端子台８１の固定部や、その付け根部分に
余計なストレスを与えにくい。
【００７１】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、端子筐体８３は、筒状部８３ｂと固定部の交差
する部位にリブ８３ｆを設けている。このように構成することで、リブ８３ｆは、端子筐
体８３を補強するための補強用リブとして機能し、端子台８１の曲げ強度を向上させるこ
とができる。
【００７２】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、電線差し込み面８３ｃを覆うカバー８５を有す
る。電源電線や送り配線用電線等の電線の芯線は、カバー８５を貫通させるように突き刺
し、電線の差し込み孔８２に挿入して速結端子部と電気的に接続される。このように接続
させることで、電線の差し込み孔８２内に埃や水滴等の異物が侵入することを防止するこ
とができる。また、本実施形態のカバー８５は、端子筐体８３が有する被係止部８３ｐに
係止する係止部８５ｃを有する。これにより、カバー８５を容易に電線導入部８３ａの適
正な位置に取り付けることができ、さらに電線をカバー８５に突き刺して挿入する際にカ
バー８５が撓んでめくれることを防止することができる。
【００７３】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、一対の固定部（鍔部８４）は、互いに異なる形
状に形成される。このように構成することで、端子台８１の向きを視認するためのマーカ
ーとなる。作業者は、電気器具における端子台の向きを容易に視認しながら組み立て作業
をすることができる。
【００７４】
　本実施形態に係る端子台８１によれば、端子筐体は、透明もしくは半透明の樹脂で形成
されている。このように構成することで、端子筐体８３の内部構造となる速結端子部を外
部から確認しやすく、速結端子部を構成する部品の欠損等がわかりやすい。
【００７５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるもの
ではなく、様々な変更が可能である。例えば、端子台の形状が平面視において略円形状以
外の形状であってもよく、例えば長方形状、多角形状やその他の形状としてもよい。
【符号の説明】
【００７６】
　１１　　照明器具
　２１　　器具本体
　８１　　端子台
　８２　　電線の差し込み孔
　８２ａ　電源電線差込孔
　８２ｂ　送り配線用電線差込孔
　８３　　端子筐体
　８３ａ　電線導入部
　８３ｂ　筒状部
　８３ｃ　電線差し込み面
　８３ｆ　リブ
　８３ｐ　被係止部
　８４　　鍔部（固定部）
　８４ｃ　貫通孔
　８４ｄ　貫通孔
　８５　　カバー
　８５ｃ　係止部
　８６　　固定部材
　９０　　解除ボタン
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　Ｃ　　　被取付部
　Ｈ　　　通孔（貫通孔）
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